
事業報告

<実績の概要>

犯罪被害者等への支援活動は、電話 (メ ール・LINEを含む。)・ 面接による相談及

び関係機関への付き添いなどの直接的支援事業を引き続き実施しました。

また、性暴力被害者の緊急避妊等に係る医療措置については、内閣府設置によるコ

―ルセンターと連携して夜間・休日を含む 24時間の支援体制を継続しているところ

であります。

令和 6年度のセンター全体の電話等相談「延べ件数」は 773件 (5年度 769件 )、

このうち性暴力被害に係る「サポー トながさき」の電話等相談は 635件 (5年度 637

件)で、令和 5年度と同程度でありました。

一方、警察署への被害届や弁護士法律相談等において、センター職員が付き添う

「直接的支援事業」はセンター全体で ■6件 (5年度 65件 )、 このうち性暴力被害

は 87件 (5年度 48件)で、性暴力被害者への直接支援が大きく増加しております。

したがいまして、相談・直接的支援事業は、センター全体で 958件 (5年度 889件 )、

このうち「サポートながさき」は、771件で、平成 28年の開設以来、最多の相談・

支援件数となりました。

広報啓発活動でありますが、誰にも相談できない被害者は数多く、センターの認知

度向上とともに、具体的な支援活動の広報は極めて重要であると考えております。

特に、中学・高校生等に向けて「サポー トながさき」の周知を図るため、相談専用



電話番号等を記載した携帯カー ド約 80,000枚を、県内の国公立 。私立の中学 。高校

及び特別支援学校の計 295校の全生徒に配布いたしました。

この他、被害者支援に係る広報として NBCラ ジオや県営バス車内放送、長崎運転

免許センターにおいての広報活動を昨年度に引き続き行いました。

また、被害者の心情等についての理解の浸透を図るため、中学校。高校を対象とし

た巡回学校講演事業につきましては、10校・約 2,400名 の聴講をいただきました。

今回は、令和 6年 4月 1日 から令和 7年 3月 31日 までの事業報告と決算等につい

てのご審議をいただくものであります。

具体的な事業実績等は、次のとおりとなっています。



令和 6年度 事業実施状況報告書
I事 業 実 績
1電話・面接相談、直接的支援に関する事業(実件数)

注)「受」:センターの相談受理、「発」:センターから相談者等への発信

○上記事業のうち性暴力被害者支援【サホ
°―卜ながさき】

2個別事業の状況
ア)電話・面接相談、

事業実績の区分等は、「(公社)全国犯罪被害者支援ネットワーク」活動集計要領による。

面接相談件数 IE談事業計 〔直彬守移作鋭 電話～直接計

①～⑥

警察情報

提供数
相談者等の居住市町・件数①～③

電話 メール 11ヽ E 手紙 ② ①Ю ③

R6

受430 発269 受22   発2 受15 受 I

68 807 115 922 51

長崎市307、 佐世l木 市100、 島原市52、  謀予市143、 大ll市 47、
平戸市18、 松l打市2、   対馬市5、  西海市1、  雲仙市63、
市島原市12、

長与田112、 時洋田「15、  束彼杵町1、 川lll町 56、  月ヽ値賀町H、
l生々町4

県内31、   県外29、   不明10 (計 922)

699 24 15 1

①電話等福談計739

R5

受490 発219 受7 受18 発 |

51 786 64 850 31

長崎市350、 佐世保市153、 島原市36、  諫早市78、 大村市42、
平戸市6、  松浦市27、  対馬市4、  西海市10、 雲仙市6、
朽島原市24、

長与田19、  時沖町H、  束彼杵町9、 川棚町6、  波佐見‖「9、
新上五島町1、

県ltt124、  県外31、   不明14 (計 850)

709 7 18 1

①電話等相談計735

増減

受 60  ■ヽ 0 :そ 16   イとど;と-3   イとC 受1   子と 1

17 21 51 72 20

-10 17 -3 0

増4

而修粁lttPr激 オI]議尊≧辞 面修▼将件と攻 電話～直接計

①～③
警察情幸畏

提供数
相談者等の居住市町'件数①～③

:と話 メール し1ヽ E 手紙 ② ①l② ③

R6

受369 発20t 受18   発2 受15 受1

48 656 86 742 31

長崎市271、 佐‖し保市39、 島原市47、 .燕早市128、 大村市28、

平戸市 18、  対馬市5、  西海市1、 雲‖,市 60、  南島原市12

長与冊18、 時沖町1、 束彼杵[13、 川棚田「51、 小値賀町H
県内27、 県外23、 不明9       (計 742)

572 20 15 1

①電話等相談計608

R5

受433 発160 受4 受18 発 |

32 648 47 695 13

長崎市286、 佐世l末市■4、 巌与原市33、 .末 弔1173、 大村市32、

平戸市5、  松浦市15、  対朽市4、 西海市9、 雲仙市6、
市舟原市22、

長与I町 7、 時津口19、 東彼杵町6、 川棚田「6、 波佐見町9、 新 LI島町1、

県内21、 県外25、 不明12       (計 695)

593 4 18 1

①電話等相談計616

増減

受 61  に13 受14   イと2 受 3   た0 受1   'さ 1

16 8 39 47 18

-21 16 -3 0

減-8

直接的支援 合 計電話等相談 面接相談 (電話等・面接計)

実件数実件数 延べ件数 実件数 延べ件教 実件数 延ぺ件教 実件数 延ぺ件数 延べ件数

739 773 68 69 807 842 115 116 922 958R6

735 769 51 55 786 824 64 65 850 889R5

21 18 51 51 72 69増減 4 4 17 14

138件 (6) 20件 (1) 20件 (1) 151件 (13) 158件 (7) 29件 (12) 29件 (12) 180件 (25) 187件 (19)R6-般犯罪 131件 (12)

656件 (8) 684件 (11) 86件 (39) 87件 (39) 742件 (47) 771件 (50)R6性暴カ 608件 (8〉 635件 (2) 48件 (16) 49件 (13)

81.3% 81.2% 80 5祐 80.5%性暴力比率 82,311 821% 70.6% 710% 74.8% 750%

「電話等Jはメール、LINE、 手紙補 む。  ():R6と R5の増減
注)①電話等「実件数」相談者からのセンター受理件数の累計。「延べ件教」:(例 )1通話中における相談者への

「他機関紹介J等はプラス1件し、計2件を計上。 面接相談も同様

②直接的支援11回の同行支援は「実件数1」で「延べ件数1」。1回の同行で複数の同行先は、「実件数lJで「延ぺ件数Jは同行先の合計件数。

上記 のうち【サホ
°―卜な が さき】

電話等相談 面接相談 (電話等・面接計) 直接的支援 合 計

実件数 延べ件数 実件数 延べ件数 実件数 延べ件数 実件数 延べ件数 実件数 延べ件数

608 635 48 656 684 87 742 771

R5 616 637 32 36 648 673 47 48 695 721

増減 -8 -2 16 13 8 11 39 39 47 50

R6/R5対 比 98 7竹 997% 150 0% 1861% 101 2X 1016% 183 0耗 181 3% 106.8X 1069%

R6各対応比率 819% 824% 6,5銘 64% 88.4% 887% ll,6% H3% イ イ



イ)電話等・面接相談の犯罪区分 (延べ件数)

正 の 、強制 いせつ罪⇒不同意性交等罪、不同意わいせつ罪に集約

R5年度 増  減
相談活動関係
(雷話隼・而・l密相談 ) 電話等 面接 計

うち

件暴力 電話等 面接
一■
口

うち

性暴力 電話等 面接 討
‐ うち

性暴力

14 ― ィ6 1 7 13 1
-7

4 2 6 -4 -2 -6

299 19 318 318 228 12 240 240 71 7 78 78

6 1 7 7 1 1 1 5 1 6 6

155 19 174 174 162 10 172 172 -7 9 9 2

10 10 10 2 2 4 4 8 -2 6 6

2552 9 61 61 35 1 36 17 8 25

4 3346 7 53 17 3 20 29
-11 l

-1

463 31 494 453 111 25 136 117

身

体

犯

小計 574 56
・
 630 570

5 tう
-5 ―b

33 7 40 36 7 43 -3 -3

21 3 24 32 4 36 -11 -1 -12

交

通

小 計 54 10 64 73 11 84 -19 -1 -20

13財産的粧害 3 3 3 3

14 DV 18 18 18 66 7 73 73 -48 -7 ~にうtう -55

-7 -515ス トーカー 13 13 13 19 1 20 18 -6 -1

1 1 I 116虐待 1 1

35 35 32 88 8 96 91 -53 -8 -61 -5913～ 16小 計

-37110 3 113 82 145 5 150 129 -35 -2 -47

129 -36 -2 -37 -47

そ

の
他

小 計 110 3 113 82 145 5 150
合 計 77R A9 R42 ぢ R4 769 5属 R少 4 お7R 4 1.4 lR ■ 11
うち性暴 力糖 害 635 49 684 / 637 36 673 γ -2 13 11 /

/性暴力被害/合計 % 82.2% 71.0% 81.20′。 / 82.8% 65,5% 81.7% / / / /

電話等=面接相談(罪種別:延べ件数)
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ウ)直 接 的支援 に関する事 業

〇 上記事業のうち性暴力被害者支援【サホ
°―卜ながさき】

件 数 延べ件数 支 援 内 容

R6 115 116
警察関連 8、 裁判関連46、       弁護士法律相談付添47、 行政窓口付添 1、 病院付添7

カウンセツング付添2、 自宅訪問 1、 その他4         (計 116)

R5 64 65
警察関連 5、 裁判関連 13、 検察庁関連 2、 弁護士法律相談付添36、 行政窓回付添 1、 病院付添2、

カウンセノング付添3、 自宅訪聞2、 生活支援1        (計 65)

増 減 51 51

件 数 延べ件数 支 援 内 容

R6 86 87
警察関連 8、 裁判関連 86、

カウンセリング付添 2、 その他 3

弁護士法律相談付添 30、 行政窓 口付添 1、 病院付添 7

(計 87)

R5 47 48
警察関連 5、 裁判関連 12、 検察庁関連 2、 弁護士法律相談付添22、 行政窓口付添 1、 病院付添2

カウンセリング付添3、 生活支援1             (計 48)

増 減 39 39

R6+生 暴ノ」 性暴力 75% 性暴力 75%

O 直接的支援事 の
R6/R5対比R6年度

警察関連

支l炭

裁判関連

支援

検察庁関連

支援

弁護士法律

相談付添

荷政窓日等ヘ

の付添
病院付添

カウンセリンク
｀

付添
自宅訪問 その他 合計

うち

性暴力
合計

うち

性暴力 増減
うち

性暴力
直接的支援関係

(延べ件数)

1 R -2
1

2 1 1

身

体

犯

2

し つ

7

9 の

6 22 14 7 1 50 50 25 25 25 25
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R R3

R 10 1 19 10 9

交

通

13財 ,孝的″を害
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7 2 3 RT 4 / 4R  J 39・うち性暴力被害 8 36 30 1

78 3% 63.8]。 100% 100% 100% / 1 F5011 / T381 / /性暴力被害/合計 常 100%
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暴行・ウ害

危険運転致死傷

交通死亡事故

交通事故

DV

ストーカー

その他

腎
7

T「 6

- 10■ ヨ

“
 4

4 3

B 生

R6年度 116イ牛‐

R5年度 65イ牛

増 減 51

直接的支援 罪種別 (延べ件数)
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3 自助組織に対する支援 に関する事業
センターが開催している被害者遺族等の集い(あじさい)長崎4回、佐世保4回 (延べ12名参加)

4広 報 啓 発 活 動 に 関 す る 事 業
ア )一

活 動 内 容 開 催 日等 対   象 (開催 場 所 等 )

4月・ 10月 中 学 ‐高 校・教 育 委 員 会 へ の学 校 巡 回 講 演 事 業 の募 集 _‐内 を送 付

4月

R6年度 被 害 者 支 援 員 養 成 講 座 (22期 )募集 掲 載
① 県 内 全 世 帯 広 報 誌「つ た える県 な が さき4月 号 J
② FMなんミさき「とどける県 な がさき」4/1の週
③ 長 崎 新 聞「県 か らのお 知 らせ 」4/4

4月 18日
時 津 警 察 署 防 犯 ‐イャみ

°
―ンヘ の参 加 広 報 (イオン長 崎 時 津 店 )300名 参 加

峨 旗 、看 板 掲 示 、広 報 グッス
｀
配 布

5月 ～́ 11月

県 警 音 楽 隊コンサートヘ の参力H広報 (パネル 等 展 示 、広 辛脱グッズ西E布 )
癒D5/31 イオン長 ‖衛田寺半l'店   300名 参力日
② 9/4  長 J峙駅 かもめ広 場  200名 参力II
◎ H/19長 崎 駅 かもめ広 場  300名 参 加

11月 24日
「犯 罪 被 害 者 等 支 援 講 演 会 J(セントヒル 長 崎 )
(主催 長 崎 県 警 察 、センター 、長 崎 県 )‐ 基 調 講 演 (被害 者 遺 族 :米村 州 弘 )
122名 参 加 ハ

°
ネアレ、掲 示 版・峨 族 掲 示 、広 報 グッズ 配 付

1月
R7年 度 被 害 者 支 援 員 養 成 講 座 (23期 )の受 講 生 募 集 掲 載 依 頼
(県・市 町 広 報 誌 )

普 及 宣 伝 活 動 な ど

3月

R7年度 被 害 者 支 援 員 養 成 講 座 (23期 )募集 掲 載
① FMな ,う

ミさき「とどける県 な がさき」3/24の週
② 長 崎 新 聞「県 か らのお 知 らせ J3/27

① センター活 動 紹 介・賛 助 金 募 集
(NBCラン

｀
オ番 雅豚 ポット広 報 :4/1´～3/31 週 2回  104回 /年 )

② センター活 動 紹 介 (県営 バ ス車 内 放 送 4/1～ 3/31)長 崎・諫 早 ‐
大 村 地 区 の 運 行 車 両 放 送 回 数 2,800回 /日

① センター被 害 者 支 援 紹 介 画 像 3枚掲 示 (一般 犯 罪 ‐′ナF_暴力 )
(県運 転 免 許 セ ンター デ ジタル サイネ ー ジ 2箇所 :4/1～ 3/31)

4月

犯 罪 被 害 者 等 支 援 講 演 会 (11/24)の参 加 者 募 集
「哲E罪被 害 者 等 講 演 会 」の Web申 込 (専用 フォーム)をと″ 一HP掲 載
10/1´-31
犯 罪 被 害 者 等 支 援 講 演 会 (11/24)の参 加 者 募 集
① 県 庁 内 ポ ー タル サ イト掲 示 10/1～ ■0/31
② FMラ ジ オ (FMな が さき「とどけ る県 な が さきJ)10/21の 週
④ 長 崎 新 聞 (県か らの お 知 らせ )10/24

10月

<サホ。―卜な が さき広 報 >

通 年
サポートな がさきオロ談 楚ミロてア)糸召介
デブタルサイネーシ掲 示 (県庁 1階 )年 間 複 数 回
サポートな がさき活 動 糸召介
① 県 庁 ポ ー タル サイト掲 示 4/15
② 長 崎 新 聞「県 か らのお 知 らせ 」4/18
◎ FMラ ジオ (FMな力式さき「とどける県 な がさきJ)4/29

4月

3月
サポートな が さき活 動 紹 介

県 内 全 世 帯 広 報 誌「つ た え る県 な が さき 3月 号 J

ラジ オ 、新 聞 等 利 用

に よる広 報 啓 発 活 動

4月 切髪つMO月 広 報 誌「あじさい 支 援 だ より」(各 1400部 )

9月 犯 罪 被 害 者 等 支 援 講 演 会 (11/24)チ ラシ500枚作 成

<サホ。―卜な が さき関 係 >

7月

′性 暴 力 被 害 者 支 援 の 紹 介 の 携 帯 カートト巧己布 (新規 デ サ
°
イン83,000枚 作 成 )

(国公 立 。私 立 の 中 学 、高 校 、特 別 支 援 学 校 計 295(校・ 分 校 ・分 教 室 )
彗≧/上千とかヽ にЧ己オ,79,450オ史)

性 暴 力 被 害 者 支 援 の 紹 介 (二つ 折 リリーフ)3,000部 作 成

広 報 誌・チ ラシ等 作 製

9月

① 募 金 箱 設 置 活 動 (3/31現在 77箱 設 置 )

通 年

② 寄 付 型 自動 販 売 機 設 置 活 動 (3/31現在 73台 設 置 )、 セ蒻 ―HP掲載
募 金 箱・ 白 l11)〕販 売 機 設 置

ホンデ リング事 業 通 年 平 成 27年8月 ～ (県 内 23警察 署 に回 収 箱 設 置 )、 センターHP掲載

通 年 平 成 29年4月 ～ (長崎 市「イオ ン長 崎 店 J)、 センターHP掲 載「イオン」レシートキャンヘ
°
―ン



イ)犯罪被害者等講演事業 (学校巡回講演等 )
① 学校講演

② その他の講演等

実施校数 内  訳 開催地 市町 R5実績

中学校

6

(公立6)

生 徒 1,385名
長崎市2、 佐世保市1、 松浦市2、 南島原市1、

中学校

7

(公立7)

生 徒 1,039名

長崎市1

佐世保市3

諌早市1

松浦市2

対馬市1

雲仙市1

(計 6市 )

教師等 141名 教師等 195名

計 1,526名 4市 計 1,234名

高等学校

4

(公立3)

生 徒 823名
長崎市2、 諌早市1、 五島市1

高等学校

2

(公立2)

生 徒 1,137名

教師 94名 教師 70名

計 917名 3市 計 1,207名

計 10校

(公立9)

生 徒 2,208名 長崎市4、 佐世保市1、 諌早市1、 松浦市2、

五島市1、 南島原市1 計 9校

(公立9)

生 徒 2,176名

教師等 235名 教師等 265名

合計 2,443名 6市 合計 2,441名

講

話

等

講 演 等 内 容 回数 聴講者数 R5実績

市町犯罪被害者等支援連絡協議会 (センター活動)

純心大学講義 (医療と犯罪被害者支援)

佐世保地区ネットワーク会議 (センター活動)ほか
4回 231名 8回 394名

警察学校講義 3回 63名 3回 90名

合  計 7回 294名 11回 484名

5相談員等の養成及び研修に関する事業

ア)支援ボランティア養成講座 (22期生)受講生14名

講 座 開催期間:R6年 6月 ～11月 (12回 :月 2回 第2・ 4土曜日 ):修 了 11月 30日

講義内容 22科 目 法律、社会福祉、更生保護、関係機関の支援制度、ロールプレイング等

講師人員 19名
弁護士、県警支援室長、県警少年課サポートセンター長、長崎県職員、保護観察所職員、

長崎地検検察官、長崎地裁職員、法テラス長崎事務所職員、臨床心理士、センター職員等

受講生13名をセ〃―被害者支援員ばラガィア)に委嘱



イ)相談員等研修関係

開催 日 研修会等の内容 開催場所

参加者

センター職員

研修会等 (全国被害者支援ネットワーク開催 ) 3回 計 延べ 3名

7月 5日

～6日
自助グルーフ

°
ファシリテータ育ゲ戎研修 東京都 1名

12月 6日

～7日
支援活動責任者研修 東京都 1名

2月 8日

～9日
質の向上研修下半期九州・沖縄ブロック研修会 大分県 1名

(その他) 15回 計 延べ 40名

6月 3日 県弁護士会犯罪被害者等特別委員会との勉強会 県弁護士会館 5名

7月 10日 性犯罪・性暴力被害者支援のための連絡会 (内閣府 ) Web受 講 3名

9月 9日 県弁護士会研修会 Web受講 5名

9月 28日

-29日
性暴力救援センター全国連絡会全国研修会 Web受講 2名

10月 7日
交通事故被害者サホ

°
―卜事業「自助グアレーフ

°
運営

連絡会議」(警察庁 )
Web受講 1名

12月 10日 県弁護士会犯罪被害者等特別委員会との勉強会 県弁護士会館 5名

2月 3日
性暴力被害者支援に係る医療機関研修会

(県交通・地域安全課・県産婦人科医会)

県庁会議室

オンライン併用
4名

2月 4日
「性暴力被害者等支援体制体制整備促進事業」木目談員

研修 (内閣府 )
Web受講 2名

2月 8日 九州・沖縄ブロック支援活動責任者交流会 (大分センター) 大分県 1名

2月 28日
「1性犯罪被害者等支援体制整備促進事業」
センター長・コーディネーター及び行政職員研修 (内閣府)

Web受講 2名

2月 28日 ワンストプ支援センター全国ネットワーク会議 (内閣府 ) Web受講 1名

3月 4日 犯罪被害者支援研修会 (県弁護士会 ) Web受講 5名

3月 4日 公益法人の運営等に関する研修会 (新法)県総務文書課 県庁会議室 1名

3月 12日 公益法人の運営等に関する研修会 (十日法)県総務文書課 県庁会議室 1名

3月 21日
「性犯罪・性暴力被害者支援のための医療関係者向け

研修J(内閣府 )
Web受講 2名

合計 合計 18回 合計 延ヽ 43名

継続研修
ボランティア支援員の継続研修

8回開催 (5月 ～3月 )

R5センター活動状況説明、被害者電話の

特性、裁判傍聴、刑法改正説明、
ロールプレイ、相談事例紹介、殺人事件

被害者への支援紹介

延べ41名

令和 6年度事業報告書には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第 34条第 3項に規定する付属明細書

(事業報告の内容を補足する重要な事項)がないので作成しない。

令和 7年 6月  公益社団法人長崎犯罪被害者支援センター


